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医　の　倫　理
　東京医科大学名誉教授
長　　村　　重　　之
　現在，医療におけるQOL（Quality　of　life）とか「説明と同意」（informed　consent）が喧しく論ぜ
られているが医学の進歩と共に益々医師は患者に対して「仁」と「信」を以てコミューニケイショ
ンをよくすることが大切である．
　恩師柿沼教授は入局の際「内科学教室は医学・医術を学ぶと共に人格を陶冶する道場である」と
云われた．実に先生は医師たる前に人間であらねばならぬと諭されたのである．また，医師が患者
を診て検査，治療をする時に「自分がして欲しくない事は決して患者にしてはならない」つまり患
者を常に優しく扱う人間愛が大切であると教えられた．論語に云う「己れの欲せざる所を人に施す
ことなかれ」に通ずるものがある．
　「人の道の根本」すなわち人間が円満な社会生活を送るためには「仁」と「信」が必要であると
論語は教えている．「仁」とは人が二人と書く．凡そ親子，夫婦，兄弟，姉妹，他人同志（医師と
患者）の間には自ら守るべき規約がある．お互いに相手を思いやり，優しくいたわる心が必要であ
ると云う．また「信」と云う字は人が言うと書く．凡そ人間が一度云ったことに対しては責任を以
てこれを実行する必要がある．人間は嘘を云ってはならない．口から一度出た言葉はすべて真実で
なくてはならない．人間がお互い相手の云うことを信ずることによって始めて社会の秩序が保た
れ，良い社会ができることを論語は丁寧に教えている．
　私は医の倫理すなわち医道とか，医の心と云うものも全く之と同じであり，医師は常に「仁」と
「信」の心をもって患者に対すべきであり，患者とのコミューニケイションをよくして，患者の信
頼を得て始めて真の医療が可能になると思っている．
　さらに，孔子の弟子の子路が師に向かって「一体死と云うものを如何に考えるのか」と訊ねたこ
とに対し，孔子は「未だ生を知らず，焉んぞ死を知らん」と答えている．つまり今の世の中を良く
することのみを常に考えて居り，いくら努力しても足りないのが人生であると教えている．また
「死生命なり，貧富天なり」とも云っている．すなわち人間の生死，貧富などはすべて天命の致す
ところで人力を以てしては如何ともなし難いものであると諭されている．
　以上医の倫理の根本はすでに論語に述べられているのである．
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